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　『議員としゃべっぺム
ラトーク』は、思ったよ
り女性の参加者が多くて
驚きました。また、各地
域・各世代の参加者か
ら、村の将来に向けての
積極的な発言があって、

楽しく参加をすることができました。こ
れからも、村・議会・村民が同じテーブ
ルについて考えていく必要があると強く
感じました。

　ムラトークでは、老若男女、多種多様な皆さ
んに参加いただき、たくさんのお話をすること
ができました。日頃皆さんが考えていることを
知ることができる、貴重な機会となりました。
「村はこうあってほしい」「この問題にはこう
すべき」といった前向きな意見も多く、開催し
た広報委員会としても大変楽しい時間でし
た。住民の皆さんの生の声を聞けたことを嬉
しく思います。今後もこうした会を続けていき
ますので、みなさんぜひご参加ください。

広報委員長　伊藤　貴之

　私も免許返納の時期
が近づいてきて、買い
物に対する不安も増え
てきた。村営バスを充
実してもらい、高齢者
の足となるようにして
もらいたい。そして、

ムラトークがなければ、こういった意
見も言えなかったので、もっとこのよ
うな場を設けてほしい。

　友人に誘われ、「ムラ
トーク」に参加しました。
皆でテーブルを囲み、付箋
紙に思いや意見を書いて黒
板に貼りながら話し合うこ
とで、普段なかなか話せな
いことも、ざっくばらんに

話すことができました。肘折温泉や「一日
保養」について、免許返納後の移動など、
さまざまな意見が出ました。このような気
軽に意見を出し合える会合を、これからも
続けてほしいと思います。

〇福祉・高齢化、村の子どもたち
　「高齢者が安心して暮らせる村に」
　「子ども達が戻って来れる仕事を！」
〇観光・肘折温泉、村のPRについて
　「肘折温泉　経営者の高齢化、従業員問題」
　「宣伝→大雪　ドカ雪割」
〇大蔵村の未来について
　「人口減少が村の将来へ不安」
　「ライドシェアを実行してもらいたい」

しゃべっぺしゃべっぺ

ムラトークムラトーク

このような意見が出ましたこのような意見が出ました

比良稲沢地区
國分　俊子

肘折地区
大友　久士

赤松地区
滝沢喜久生

　大蔵村議会広報常任委員会は、令和8年7月12日に中央公民館で、住民と議員が直接対話する
「議員としゃべっぺ！ムラトーク」を初開催しました。この会は、議会を身近に感じてもらい、多
様な意見を今後の政策立案に活かすことを目的としています。 当日は住民17名が参加。お茶を囲
みながら、議員は聞き手に徹するワールドカフェ方式で和やかに対話しました。
 「福祉・高齢化・子ども」「観光・肘折温泉」「村の未来」の3テーマで意見を交わし、出された
声は特産のトマトをかたどった模造紙に付箋を貼って可視化しました。

住民対話イベント

ムラトークを開催して
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決
算
審
査
特
別
委
員
会

質
疑
応
答

一
般
会
計

歳
　
入

問　
村
営
バ
ス
使
用
料
が
昨
年
度
よ

り
約
1
6
0
万
円
増
え
て
い
る
理

由
は
。

答　
肘
折
温
泉
の
各
旅
館
の
送
迎
バ

ス
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

村
営
バ
ス
の
利
用
が
増
え
た
た
め
。

問　
お
お
く
ら
升
玉
水
力
発
電
所
の

仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
・
管
理
委
託

料
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

答　
男
女
別
の
仮
設
ト
イ
レ
を
5
月

か
ら
10
月
ま
で
設
置
し
て
お
り
、

利
用
状
況
を
見
な
が
ら
清
掃
等
の

管
理
を
行
っ
て
い
る
。

問　
小
型
除
雪
機
械
の
購
入
補
助
金

に
つ
い
て
、
毎
年
ど
の
程
度
の
申

請
が
あ
る
の
か
。

答　
毎
年
7
～
8
件
程
度
の
申
請
が

あ
る
。

歳
　
出

問　
不
法
投
棄
が
発
見
さ
れ
た
場
合
、

誰
が
処
理
す
る
の
か
。
ま
た
、
今

後
の
対
策
は
。

答　
原
則
と
し
て
土
地
所
有
者
が
処

理
す
る
こ
と
に
な
る
。
引
き
続
き

看
板
や
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
を
活
用

し
、
不
法
投
棄
の
防
止
に
取
り
組

む
。

問　
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

は
5
件
の
申
請
が
あ
っ
た
が
、
ど
の

よ
う
な
事
業
に
活
用
さ
れ
た
の
か
。

答　
旅
館
や
店
舗
の
改
修
や
設
備
整

備
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
毎

年
4
～
5
件
程
度
の
申
請
が
あ
る
。

問　
道
路
維
持
管
理
の
委
託
料
は
、

ど
の
よ
う
な
作
業
に
充
て
て
い
る

の
か
。

答　
舗
装
の
修
繕
、
側
溝
の
土
砂
撤

去
、
除
草
作
業
な
ど
に
充
て
て
い

る
。
側
溝
の
清
掃
に
つ
い
て
も
、

情
報
を
い
た
だ
い
た
場
合
は
対
応

し
て
い
る
。
ま
た
、
大
雨
な
ど
の

際
に
は
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

側
溝
の
土
砂
撤
去
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。

問　
白
須
賀
地
区
の
流
雪
溝
整
備
工

事
に
つ
い
て
、
今
後
の
予
定
は
。

答　
こ
れ
ま
で
2
回
入
札
が
不
調
と

な
っ
た
。
来
シ
ー
ズ
ン
か
ら
の
供

用
を
予
定
し
て
い
る
。

問　
老
朽
危
険
空
き
家
等
除
去
支
援

事
業
補
助
金
の
対
象
と
な
る
基
準

は
。

答　
建
物
が
傾
い
て
い
た
り
、
壁
な

ど
に
穴
が
開
い
て
い
た
り
す
る
な

ど
、
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
危
険
な

空
き
家
が
対
象
と
な
る
。
解
体
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
。

問　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支
援
事

業
費
補
助
金
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
利
用
が
あ
っ
た
の
か
。

答　
5
件
の
申
請
が
あ
っ
た
。
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
や
寒
さ
対
策
な
ど
の

断
熱
改
修
が
多
く
、
内
窓
や
、
二

重
サ
ッ
シ
の
設
置
な
ど
に
活
用
さ

れ
て
い
る
。

問　
プ
ー
ル
の
保
守
点
検
業
務
委
託

料
に
つ
い
て
、
今
後
の
プ
ー
ル
利

用
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
小
学
校
の
プ
ー
ル
は
、
以
前
に

比
べ
て
使
用
期
間
が
短
く
、
6
月

か
ら
7
月
頃
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
施
設
の
解
体
も
含
め
検
討
。

ま
た
、
熱
中
症
対
策
や
教
員
の
働

き
方
改
革
な
ど
を
踏
ま
え
、
夏
休

み
中
の
プ
ー
ル
活
動
は
取
り
や
め

て
い
る
。

問　
清
水
城
址
の
草
刈
り
な
ど
、
史

跡
の
管
理
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
の
か
。

答　
6
月
、
8
月
、
11
月
の
年
3
回
、

予
算
の
範
囲
内
で
草
刈
り
な
ど
の

管
理
を
行
っ
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

問　
一
般
被
保
険
者
国
民
健
康
保
険

税
の
歳
入
が
減
額
と
な
っ
た
理
由

は
。

答　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
数

が
減
少
し
た
た
め
、減
額
と
な
っ
た
。

へ
き
地
診
療
所
特
別
会
計

問　
へ
き
地
診
療
所
の
診
療
収
入
が

減
額
と
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

答　
人
口
減
少
に
よ
る
患
者
数
の
減

の
ほ
か
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
な

ど
の
接
種
率
が
見
込
み
よ
り
低
か

っ
た
た
め
、
今
後
も
Ｐ
Ｒ
に
努
め

て
い
き
た
い
。

問　
診
療
所
の
経
営
を
今
後
も
維
持

し
て
い
く
こ
と
に
不
安
は
な
い
の
か
。

答　
今
後
も
人
口
減
少
は
予
想
さ
れ
、

ま
た
か
か
り
つ
け
医
を
ど
こ
に
す

る
か
は
個
人
の
選
択
で
あ
り
維
持

す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、

診
療
以
外
に
公
衆
衛
生
活
動
に
も

力
を
入
れ
、
ワ
ク
チ
ン・
予
防
接

種
な
ど
の
事
業
を
通
じ
て
、
現
状

を
維
持
し
て
い
き
た
い
。

簡
易
水
道
事
業
会
計

問　
簡
易
水
道
会
計
の
料
金
回
収
率

が
7
・
1
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
の

は
、
水
道
料
金
の
基
本
料
金
を
減

免
し
た
こ
と
が
要
因
と
の
こ
と
だ

が
、
経
営
戦
略
に
は
ど
の
よ
う
に

反
映
す
る
の
か
。

答　
経
営
戦
略
は
予
算
ベ
ー
ス
で
策

定
し
て
お
り
決
算
と
分
け
て
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

問　
下
水
道
の
「
不
明
水
」
は
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
水
で
構
成
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答　
温
泉
の
割
水
や
山
水
等
も
使
用

し
て
い
る
た
め
、
正
確
な
総
量
を

把
握
で
き
な
い
も
の
を
不
明
水
と

し
て
扱
っ
て
い
る
。

問　
今
後
、
水
道
料
金
の
値
上
げ
を

行
え
ば
住
民
の
反
対
も
予
想
さ
れ

る
。
値
上
げ
の
必
要
性
を
理
解
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
基
礎
と
な
る

資
料
を
しっか
り
準
備
し
て
ほ
し
い
。

答　
料
金
改
定
に
つ
い
て
は
、
上
下

水
道
審
議
会
を
経
て
決
定
す
る
こ

と
に
な
る
。
改
定
の
必
要
性
な
ど

を
説
明
で
き
る
よ
う
、
基
礎
と
な

る
資
料
を
し
っ
か
り
準
備
し
て
い
く
。

・
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

り
山
形
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社

と
契
約

・
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

り
N
T
T
東
日
本
株
式
会
社
山
形

支
店
と
契
約

質
疑
応
答

・
情
報
端
末
（
学
習
者
用
タ
ブ
レ
ッ

ト
）
の
購
入
契
約

問　
学
習
者
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
5
年

の
更
新
時
期
は
適
切
か
。

答　
す
で
に
約
6
年
が
経
過
し
て
お

り
、
耐
用
年
数
な
ど
を
考
慮
し
適

切
な
時
期
と
判
断
。

問　
古
い
端
末
に
残
っ
て
い
る
個
人

情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
対
応

は
。

答　
デ
ー
タ
を
消
去
し
た
上
で
処
分

す
る
た
め
、
個
人
情
報
が
残
ら
な
い
。

一
般
会
計
補
正
予
算

問　
農
産
物
加
工
施
設
排
水
処
理
槽

手
す
り
設
置
工
事
に
つ
い
て
、
こ

の
工
事
の
内
容
は
。

答　
三
和
食
品
が
利
用
し
て
い
る
農

産
物
加
工
施
設
の
排
水
処
理
槽
に

つ
い
て
、
労
働
基
準
監
督
署
か
ら

指
摘
を
受
け
た
た
め
、
安
全
対
策

と
し
て
施
設
内
に
手
す
り
を
設
置

す
る
。

問　
物
価
高
騰
対
策
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
は
、
ど
の
よ
う

に
活
用
す
る
の
か
。

答　
令
和
8
年
10
月
、
11
月
分
の
水

道
基
本
料
金
の
減
免
に
活
用
す
る

ほ
か
、
低
所
得
者
世
帯
を
対
象
と

し
た
エ
ア
コ
ン
購
入
支
援
事
業
に

も
活
用
す
る
。

問　
肘
折
温
泉
組
合
５
号
源
泉
の
洗

浄
事
業
の
補
助
金
に
つ
い
て
、
工

事
費
用
は
、
温
泉
組
合
が
一
旦
立

て
替
え
る
の
か
。

答　
工
事
費
の
支
払
い
を
終
え
、
実

績
が
確
認
さ
れ
た
後
に
、
村
か
ら

補
助
金
を
交
付
す
る
。

問　
電
気
柵
の
補
助
金
に
つ
い
て
、

増
加
補
正
の
理
由
は
。

答　
当
初
の
予
定
を
大
き
く
上
回
る

約
2
倍
の
申
請
が
あ
っ
た
た
め
。

問　
く
く
り
罠
の
貸
し
出
し
は
行
っ

て
い
る
の
か
。

答　
村
の
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
で

罠
を
増
強
し
、
J
A
共
済
か
ら

も
提
供
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、

設
置
に
は
狩
猟
免
許
が
必
要
な
た

め
、
貸
し
出
し
は
行
っ
て
い
な
い
。

問　
大
蔵
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
東
北

大
会
に
出
場
す
る
こ
と
は
大
変
名

誉
な
こ
と
で
あ
り
、
村
と
し
て

大
々
的
に
紹
介
し
て
は
ど
う
か
。

答　
創
部
以
来
の
快
挙
で
あ
る
た
め
、

中
央
公
民
館
や
中
学
校
玄
関
に
大

型
の
掲
示
物
を
設
置
し
、
そ
の
栄

誉
を
称
え
て
い
る
。

問　
不
要
果
樹
伐
採
に
対
す
る
補
助

金
の
内
容
は
。

答　
事
業
費
の
上
限
は
1
本
当
た
り

6
万
円
で
、
そ
の
3
分
の
2
を
補

助
し
て
い
る
。
作
業
者
が
本
人
以

外
な
ら
申
請
で
き
る
。

問　
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
不
要
木
の

処
分
費
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

答　
新
車
庫
棟
裏
の
伐
根
し
た
も
の

の
運
搬
お
よ
び
処
分
に
か
か
る
費

用
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

問　
国
民
健
康
保
険
基
金
に
1
6
0

万
円
を
積
み
立
て
る
こ
と
で
、
基

金
残
高
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

ま
た
、
今
年
度
の
積
み
立
て
や
取

り
崩
し
の
予
定
は
。

答　
積
み
立
て
後
の
基
金
残
高
は
約

3
︐9
4
0
万
円
と
な
る
。
今
年

度
は
、基
金
の
積
み
増
し
、取
り

崩
し
と
も
に
予
定
し
て
い
な
い
。

簡
易
水
道
事
業
会
計

問　
肘
折
地
内
の
小
松
渕
橋
に
添
架

さ
れ
て
い
る
水
道
管
更
新
工
事
に

伴
う
設
計
業
務
に
つ
い
て
、
そ
の

補
正
の
理
由
は
。

答　
漏
水
が
発
見
さ
れ
た
た
め
、
急

き
ょ
修
繕
を
行
っ
た
が
、
さ
ら
に

根
本
的
な
改
修
を
来
年
度
の
工
事

と
し
て
進
め
る
た
め
、
設
計
業
務

費
用
を
追
加
補
正
す
る
も
の
で
あ

る
。

問　
肘
折
地
区
で
は
漏
水
が
多
い
と

の
こ
と
だ
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か
。

答　
A
I
を
活
用
し
た
漏
水
調
査

を
実
施
し
、
漏
水
箇
所
を
把
握
し

た
上
で
、
順
次
修
繕
を
進
め
て
い

く
。

追
加
議
案

・
役
場
新
庁
舎
で
使
用
す
る
机
、
椅

子
、
書
棚
な
ど
の
家
具
（
什
器
）

の
備
品
購
入
契
約
６
件
を
可
決

人
事
案
件

・
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

早
坂　
絵
梨
奈　
氏
（
肘
折
）
新
任
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６・７
月
臨
時
会
・
9
月
定
例
会

一般会計歳出一般会計歳出一般会計歳出令和７年度
決 算 億円を認定億円を認定億円を認定億円を認定

６
月
臨
時
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

７
月
臨
時
会

９
月
定
例
会

　
令
和
8
年
７
月
31
日
に
第
５
回

臨
時
議
会
を
招
集
し
た
。
小
中
学

校
で
利
用
す
る
情
報
端
末
（
学
習

者
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
）
の
購
入
契
約

1
件
を
審
査
し
可
決
。

　
令
和
8
年
６
月
19
日
に
第
４
回

臨
時
議
会
を
招
集
し
た
。
新
し
い

役
場
庁
舎
の
議
場
で
利
用
す
る
音

声
映
像
等
設
備
機
器
の
購
入
契
約

1
件
を
審
査
し
可
決
。

565656

　
9
月
定
例
会
が
9
月
1
日
か
ら

4
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
、
令
和

７
年
度
全
会
計
決
算
審
査
を
中
心

に
、
令
和
8
年
度
補
正
予
算
等
を

加
え
た
計
20
議
案
を
審
議
し
可
決
。
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決
算
審
査
特
別
委
員
会

一
般
質
問

村政村政をを問う問う
6議員が一般質問

加
か

藤
とう

　忠
ただ

己
み

議員
〇	中山間地域等農業機械導入支援事業の適用
と農業用ドローンの免許の補助

〇来春に行われる村長選挙に向けた所信を伺う

斉
さい

藤
とう

　光
みつ

雄
お

議員
〇村政について問う

12P

11P

９月
定例議会

一般質問村政村政をを問う問うここが知りたい

須
す

藤
とう

　敏
とし

彦
ひこ

議員
〇集落支援員制度を活用し集落の維持・活性化を

佐
さ

藤
とう

　雅
まさ

之
ゆき

議員
〇村が公表した簡易水道事業経営戦略等の中身を問う

伊
い

藤
とう

　貴
たか

之
ゆき

議員
〇自助・共助を含めた地域防災力について

早
はや

坂
さか

　民
たみ

奈
な

議員
〇いつまでも元気で生きてくために

9P

8P

7P

10P

問　
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か

分
か
ら
ず
、
大
規
模
な
災
害
が

発
生
し
た
場
合
、
行
政
に
よ
る

公
助
だ
け
で
す
べ
て
の
住
民
を

直
ち
に
助
け
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。
大
蔵
村
に
お
い
て
も
、

令
和
2
年
、
6
年
と
豪
雨
災
害

を
経
験
し
て
い
る
。
災
害
へ
の

備
え
に
は
「
自
助
」、「
共
助
」、

「
公
助
」
が
あ
る
。
行
政
が
行

な
う
公
助
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ
る
が
、

大
規
模
災
害
に
備
え
る
た
め
に

は
、
村
民
一
人
ひ
と
り
の
備
え

と
地
域
で
助
け
合
う
力
を
高
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
自
助

の
意
識
を
高
め
る
た
め
、
村
で

は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
の
か
。

答　
こ
れ
ま
で
、
防
災
知
識
の

普
及
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
配

布
・
公
開
、
住
民
参
加
型
の
防

災
訓
練
な
ど
を
通
し
て
、
日
常

的
な
備
え
を
支
援
し
て
き
た
。

し
か
し
、
さ
ら
に
村
民
の
防
災

意
識
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
最
新
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
イ
ン
フ
ォ
カ
ナ
ル
か
ら
い
つ

で
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
今
後
は
、
必
要
な
備
蓄

品
や
世
帯
構
成
に
応
じ
た
家
族

自
助・共
助
を
含
め
た

地
域
防
災
力
に
つ
い
て

村
長　

確
認
、整
備
を
進
め
て
い
く

内
の
避
難
計
画
な
ど
、
個
人
の

防
災
行
動
計
画
づ
く
り
を
、
自

主
防
災
組
織
や
防
災
士
連
絡
協

議
会
と
密
に
連
携
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
。

問　
共
助
の
中
心
と
な
る
各
地

区
の
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
、

現
在
の
活
動
状
況
を
ど
の
よ
う

に
把
握
し
、
ど
の
よ
う
な
支
援

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　
自
主
防
災
組
織
は
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
防
災

活
動
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
位

置
付
け
ら
れ
た
組
織
で
あ
る
。

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
、「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
考
え
に
基
づ
き

自
主
的
に
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、

現
在
は
活
動
が
限
定
的
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
毎
年
開
催
し

て
い
る
地
区
代
表
者
会
議
に
お

い
て
、
自
主
防
災
組
織
の
目
的

や
活
動
内
容
に
つ
い
て
説
明
し

て
い
る
。
自
主
防
災
組
織
の
活

動
に
は
強
制
力
や
公
権
力
が
及

ぶ
も
の
で
は
な
く
、
で
き
る
範

囲
で
自
主
的
に
活
動
し
て
も
ら

う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
地

域
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
や
働
き

か
け
は
必
要
で
あ
る
た
め
、
現

在
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
準
備

を
進
め
て
い
る
。
地
震
に
特
化

し
た
避
難
訓
練
や
自
主
防
災
組

織
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
は

喫
緊
の
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、

積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

問　
災
害
時
に
「
誰
が
誰
を
助

け
、
ど
こ
へ
避
難
す
る
の
か
」

と
い
っ
た
、
各
地
区
ご
と
の
具

体
的
な
避
難
体
制
を
、
今
後
ど

の
よ
う
に
整
備
・
充
実
さ
せ
て

い
く
の
か
。

答　
避
難
に
支
援
が
必
要
な
高

齢
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
避
難

行
動
要
支
援
者
名
簿
を
地
域
の

民
生
委
員
と
共
有
し
て
お
り
、

名
簿
に
は
避
難
の
際
の
支
援
者

や
緊
急
連
絡
先
を
把
握
し
、
記

載
し
て
い
る
。

　
今
後
、
地
域
の
実
情
に
合
っ

た
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を

進
め
て
い
く
。

9月12日に行われた防災訓練の様子

村政全般に対し議員が質問し、意見を述べ村政をただして
いくもので、大蔵村では１議員の持ち時間が45分です。一般質問とは？

　９月３日、令和７年度決算審査特別委員会を開催し、執行部から提出された一般会計、特別会計
及び事業会計の決算について審査を行った。
　一般会計では、総務、民生、農林、商工など幅広い分野について、各委員からさまざまな意見や
質疑が交わされた。
　特別会計・事業会計では、少子高齢化や人口減少に伴う税収や料金収入の減少に加え、簡易水道
や下水道施設などの修繕・更新費用の増加など、今後の財政運営における課題について審査した。
　各会計の決算について慎重に審議を行った結果、いずれも原案のとおり認定すべきものと決定し、
本会議に報告した。

決算審査特別委員会
　　　　　　委員長　須　藤　敏　彦

　令和７年度の大蔵村一般会計、特別会計及び各事業会計について、令和８年７月２７日から３１
日までの５日間、決算書や関係書類、財務諸表等を審査した。法令・条例の遵守、計数の正確性、
予算執行、基金・財産管理等を確認した結果、各会計とも適正に処理され、計数も正確であり、予
算の執行及び財産管理は適正であると認めた。今後においても、行政課題に対し柔軟に対応できる
体制の確立や住民の福祉向上のため何が必要なのかを十分に検討しながら、行政運営にあたられる
ようお願いし、意見とする。

決算審査特別委員会

監査委員会より報告

一
般
質
問

伊い

藤と
う

　
貴た

か

之ゆ
き 

議
員
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一
般
質
問

問　
上
下
水
道
等
施
設
の
老
朽

化
や
人
口
減
少
な
ど
か
ら
、
水

道
事
業
経
営
を
よ
り
見
え
る
化

す
る
中
で
令
和
6
年
度
か
ら
本

村
も
公
営
企
業
会
計
に
移
行
し

た
。
今
年
３
月
に
村
が
発
表
し

た
簡
易
水
道
事
業
・
下
水
道
事

業
等
の
向
こ
う
10
年
間
の
経
営

戦
略
で
は
、
水
道
料
金
等
の
引

き
上
げ
を
２
回
行
う
予
定
で
、

１
回
あ
た
り
20
％
引
き
上
げ
す

る
試
算
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

戦
略
に
は
、
料
金
回
収
率
や
管

路
・
施
設
等
の
更
新
計
画
、
有

収
率
、
人
口
推
計
、
事
業
の
組

織
体
制
、
給
水
原
価
の
見
通
し

な
ど
も
あ
わ
せ
て
記
載
さ
れ
て

い
る
。
簡
易
上
水
道
で
は
、
２

回
の
引
き
上
げ
を
実
施
し
て
も

料
金
回
収
率
は
、
50
％
程
度
と

公
営
企
業
と
し
て
か
な
り
厳
し

い
状
況
だ
。
そ
の
原
因
と
し
て

村
は
、
上
水
道
で
は
肘
折
・
白

須
賀
地
区
等
で
の
漏
水
、
下
水

で
は
肘
折
地
区
の
「
不
明
水
」

が
大
量
に
存
在
す
る
こ
と
を
あ

げ
て
い
る
。
将
来
、
料
金
の
引

き
上
げ
等
が
な
さ
れ
る
場
合
に

村
が
公
表
し
た
簡
易
水
道
事
業
経

営
戦
略
等
の
中
身
を
問
う

村
長　

漏
水
等
の
低
減
、
老
朽
管
の

更
新
と
合
わ
せ
適
正
料
金
へ

の
見
直
し
を
図
る

は
、
老
朽
管
の
更
新
に
よ
る
漏

水
や
不
明
水
の
低
減
と
合
わ
せ
、

実
態
も
あ
る
程
度
特
定
し
て
、

住
民
の
理
解
を
得
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

答　
村
の
水
道
事
業
は
、
人
口

減
少
に
伴
う
料
金
収
入
の
減

少
、
水
道
施
設
の
老
朽
化
、
そ

れ
に
伴
う
多
額
の
更
新
投
資
な

ど
、
非
常
に
厳
し
い
局
面
に
直

面
し
て
い
る
。
事
業
の
現
状
と

将
来
の
見
通
し
を
的
確
に
把
握

し
、中
長
期
的
な
視
点
か
ら「
経

営
の
見
え
る
化
」
を
図
る
た
め

に
本
戦
略
を
策
定
し
た
。
将
来

に
わ
た
り
持
続
可
能
な
経
営
基

盤
を
確
立
す
る
た
め
の
公
的
な

指
針
と
し
て
重
要
な
意
義
を
持

つ
。「
有
収
率
」
低
下
の
原
因

と
し
て
、
肘
折
地
区
、
白
須
賀

地
区
の
漏
水
、
下
水
道
事
業
で

は
、
肘
折
地
区
の
「
不
明
水
」

の
存
在
が
あ
げ
ら
れ
る
。
生
活

汚
水
に
加
え
、
温
泉
廃
湯
が
流

入
し
て
い
る
が
、
そ
の
分
に
つ

い
て
「
付
加
料
金
体
系
」
を
取

っ
て
い
る
も
の
の
実
際
の
流
入

量
と
課
金
対
象
量
と
の
間
に
大

き
な
乖
離
が
生
じ
て
い
る
。
計

画
に
基
づ
く
処
理
場
や
管
路
施

設
の
適
切
な
更
新
を
進
め
る
と

と
も
に
実
態
に
即
し
た
料
金
体

系
へ
の
見
直
し
を
行
っ
て
ゆ
く
。

問　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開

さ
れ
て
い
る
経
営
戦
略
の
料
金

回
収
率
の
実
績
値
（
令
和
６
年

度
）
の
表
記
に
間
違
い
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

答　
実
績
値
38
・
2
％
と
い
う

数
値
は
誤
り
で
正
し
い
料
金
回

収
率
の
実
績
値
は
49
・
3
％
だ

っ
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
す
る
。

問　
試
算
の
根
拠
と
な
る
実
績

値
な
の
で
単
に「
誤
植
で
し
た
」

で
は
す
ま
な
い
と
思
う
。
訂
正

の
履
歴
を
残
す
な
ど
、
外
部
か

ら
検
証
可
能
な
資
料
を
村
は
整

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
そ
れ
は
、
そ
の
通
り
だ
が
、

今
後
の
見
通
し
そ
の
も
の
は
間

違
い
で
は
な
い
。

問　
高
齢
化
と
人
口
減
少
は
予

想
を
上
回
る
速
さ
で
進
行
し
て

お
り
、
特
に
中
山
間
地
域
に
お

け
る
集
落
機
能
の
維
持
・
管
理

は
、
住
民
の
生
命
と
暮
ら
し
を

守
る
上
で
、
最
重
要
課
題
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
。
各
地
区
で

は
、
人
口
減
少
に
伴
う
役
員
の

な
り
手
不
足
が
深
刻
化
し
、
草

刈
り
や
除
雪
、
こ
れ
ま
で
地
域

住
民
の
共
同
活
動
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
き
た
集
落
機
能
の
維

持
が
、
限
界
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。

そ
こ
で
住
民
の
主
体
的
な
活
動

を
支
え
る
「
集
落
支
援
員
」
を

早
急
に
導
入
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。「
集
落
支
援
員
」

は
集
落
の
状
況
把
握
や
集
落
点

検
、
住
民
同
士
の
話
し
合
い
の

促
進
な
ど
を
行
い
、
地
域
の
課

題
解
決
を
支
援
す
る
制
度
で
あ

る
。
高
齢
者
の
見
守
り
、
高
齢

化
に
よ
り
自
ら
車
を
運
転
す
る

こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
「
交
通

弱
者
」
の
診
療
所
等
へ
の
通
院

手
段
の
確
保
な
ど
、
住
民
が
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
困
り
ご
と
を

把
握
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の

実
情
に
合
っ
た
解
決
策
を
導
き

出
す
こ
と
が
期
待
で
き
る
。　

　
集
落
機
能
が
維
持
で
き
な
く

な
り
、
将
来
的
に
行
政
が
担
わ

集
落
支
援
員
制
度
を
活
用
し

集
落
の
維
持・活
性
化
を

村
長　

具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
く

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
業
務
や
財

政
負
担
が
さ
ら
に
増
大
す
る
前

に
、
今
ま
さ
に
支
援
を
必
要
と

し
て
い
る
地
区
を
重
点
に
、
住

民
と
行
政
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役

と
し
て
集
落
支
援
員
を
配
置
す

る
こ
と
が
、
集
落
の
維
持
・
存

続
に
向
け
た
課
題
解
決
の
糸
口

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
集
落
支
援
を
進
め
る
考
え

は
な
い
か
。

答　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
役

員
や
担
い
手
の
不
足
な
ど
に
よ

り
、
従
来
と
同
様
の
形
で
維
持

す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
つ
つ

あ
る
現
状
に
つ
い
て
、
強
い
危

機
感
を
抱
い
て
い
る
。

　
「
集
落
支
援
員
」
に
つ
い
て
、

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
、

地
域
と
行
政
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ

役
と
な
る
制
度
の
活
用
に
は
、

大
変
意
義
が
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て

も
理
解
し
て
い
る
。
各
地
区
の

課
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
支

援
体
制
が
最
も
効
果
的
で
あ
る

か
、
行
政
側
か
ら
一
方
的
に
配

置
を
進
め
る
の
で
は
な
く
、
地

域
の
実
情
や
意
向
を
十
分
に
踏

ま
え
、
地
域
の
理
解
を
得
な
が

ら
進
め
て
い
く
こ
と
も
重
要
で

あ
る
。

　
ま
た
、
地
域
の
状
況
や
課
題

を
把
握
し
、
住
民
同
士
の
話
し

合
い
を
促
進
し
て
、
地
域
住
民

が
主
体
と
な
っ
て
課
題
解
決
に

取
り
組
め
る
よ
う
支
え
る
「
伴

走
者
」
と
し
て
位
置
付
け
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
各
地
区
の
実
情
や
課
題
、
支

援
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
を
改
め
て

把
握
す
る
と
と
も
に
、
地
域
内

外
か
ら
の
人
材
確
保
の
可
能
性

に
つ
い
て
も
調
査
し
、
そ
の
う

え
で
、
先
進
自
治
体
に
お
け
る

活
用
事
例
や
効
果
的
な
運
用
方

法
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
し
、

本
村
に
と
っ
て
実
効
性
が
あ
り
、

持
続
可
能
な
支
援
体
制
の
構
築

に
向
け
て
具
体
的
な
検
討
を
進

め
て
い
く
。

　
本
制
度
を
含
め
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
支
援
体
制
を
整
え
、

住
民
の
皆
様
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
村
と
し
て
も
地
域

の
主
体
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、

一
歩
踏
み
込
ん
だ
集
落
支
援
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。
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一
般
質
問

問　
65
歳
以
上
の
高
齢
化
率
が

高
く
な
り
、
村
は
25
年
の
デ
ー

タ
で
44
・
９
％
と
県
内
９
番
目

だ
が
、
介
護
保
険
料
は
５
５
０

０
円
と
31
番
目
と
低
く
、
村
の

努
力
が
伺
え
る
。
高
齢
者
が
多

い
か
ら
大
変
で
は
な
く
、
多
く

と
も
元
気
で
暮
ら
し
て
い
け
る

の
が
重
要
で
あ
る
。「
ワ
ナ
ゲ

大
会
」
で
笑
顔
で
楽
し
そ
う
に

身
体
を
動
か
し
て
い
る
姿
に
は

感
銘
を
受
け
た
。
老
人
ク
ラ
ブ

や
サ
ロ
ン
活
動
の
取
り
組
み
が

功
を
奏
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。「
ピ
ン
ピ
ン
ピ
ッ
ク
」や「
軽

ス
ポ
ー
ツ
」
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
方
も
多
い
。
特
に
「
軽
ス

ポ
ー
ツ
」
は
年
２
回
と
少
な
く

回
数
を
増
や
し
て
欲
し
い
と
の

声
が
上
が
っ
て
い
る
。
月
１
回

行
う
こ
と
は
出
来
な
い
か
。
免

許
返
納
し
交
通
の
足
が
な
い

方
々
も
、
近
く
の
公
民
館
ま
で

は
集
ま
る
こ
と
が
出
来
る
。
考

え
る
事
は
脳
の
活
性
化
に
も
な

り
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
予
防

に
も
な
る
と
思
わ
れ
る
。
指
導

も
O
h
蔵
S
P
O
R
T
が
担
っ

て
お
り
、
予
算
面
で
も
高
額
に

は
な
ら
な
い
の
で
は
。

い
つ
ま
で
も

元
気
で
生
き
て
い
く
た
め
に

村
長　

自
立
的
な
運
営
を
後
押
し
す

る
支
援
の
強
化

答　
住
み
慣
れ
た
土
地
で
要
介

護
状
態
に
な
る
こ
と
を
防
ぎ
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
健
康
に
暮

ら
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
各

地
区
で
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
又
、

65
歳
か
ら
の
介
護
予
防
教
室
も

実
施
し
て
い
る
。

「
軽
ス
ポ
ー
ツ
」
は
昨
年
各
地

区
で
45
回
実
施
し
、
健
康
増
進

や
フ
レ
イ
ル
予
防
の
観
点
か
ら

重
要
と
認
識
し
て
い
る
。
O
h

蔵
S
P
O
R
T
に
委
託
し
て
い

る
が
、
人
員
に
も
限
り
が
あ
り
、

現
在
の
体
制
の
ま
ま
で
は
、
月

１
回
の
開
催
は
困
難
で
あ
る
。

村
の
課
題
は
既
存
の
サ
ロ
ン
や

教
室
で
回
数
を
増
や
す
こ
と
以

上
に
、
参
加
者
の
裾
野
を
広
げ

る
こ
と
が
先
決
で
あ
る
と
考
え

る
。「
軽
ス
ポ
ー
ツ
」
の
回
数

を
増
や
す
こ
と
は
有
意
義
だ
が
、

各
サ
ロ
ン
で
主
体
的
に
実
施
し

て
い
た
だ
く
体
制
づ
く
り
や
自

立
的
な
運
営
を
後
押
し
す
る
支

援
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

問　
予
算
面
で
の
回
答
が
な
い

が
、
各
地
区
単
独
で
行
う
に
は

限
り
が
あ
る
。
月
１
回
は
難
し

い
が
回
数
を
増
や
せ
な
い
か
。

支
援
体
制
の
内
容
は
。

答　
介
護
保
険
会
計
の
委
託
事

業
で
実
施
し
て
い
る
が
、
全
て

の
団
体
が
月
１
回
行
う
と
す
る

と
３
０
０
回
と
な
り
、
人
員
的

に
対
応
は
難
し
い
。
団
体
に
よ

っ
て
は
、
多
様
な
事
業
を
独
自

に
行
っ
て
お
り
、
リ
ー
ダ
ー
研

修
の
際
に
他
の
団
体
と
の
情
報

交
換
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

く
。
行
政
主
導
で
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
各

団
体
の
独
自
性
を
尊
重
し
て
い

く
こ
と
も
大
事
と
考
え
る
。

　
高
齢
者
が
引
き
こ
も
ら
な
い
、

出
不
精
に
な
ら
な
い
、
高
齢
化

率
は
高
い
が
元
気
な
村
に
す
る

た
め
に
、
福
祉
だ
け
で
は
な
く
、

外
に
出
れ
な
く
と
も
知
恵
を
出

し
合
え
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を

考
え
て
、
益
々
元
気
な
村
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

問　
村
営
住
宅
も
建
設
よ
り
数

十
年
が
経
過
し
劣
化
が
目
立
つ

様
に
な
り
改
築
期
と
考
え
る
。

　
人
口
減
少
・
移
住
対
策
と
し

て
の
活
用
や
、
雪
の
心
配
が
無

い
村
営
住
宅
が
あ
れ
ば
引
き
続

き
村
に
住
み
た
い
と
の
話
し
を

聞
く
。

　
ま
た
、
職
員
採
用
も
多
様
化

し
、
採
用
し
て
も
村
内
に
居
住

で
き
る
施
設
は
少
な
く
、
隣
接

す
る
市
へ
の
居
住
行
動
が
み
ら

れ
、
人
口
減
少
も
進
む
。
複
合

的
村
営
住
宅
が
あ
れ
ば
、
人
口

増
の
一
助
と
税
の
増
加
も
望
め

る
と
考
え
る
。
ま
た
改
築
村
営

住
宅
に
は
住
民
が
住
め
る
ス
ペ

ー
ス
・
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
等
、
村

職
員
も
居
住
で
き
る
複
合
的
、

小
さ
な
拠
点
と
し
て
の
施
設
の

設
置
が
必
要
で
は
。

答　
新
た
な
村
営
住
宅
の
建
設

に
と
ど
ま
ら
ず
、
民
間
活
力
の

導
入
、
空
き
家
対
策
、
リ
フ
ォ

ー
ム
支
援
な
ど
を
有
機
的
に
組

み
合
わ
せ
た
、
村
に
最
適
な
総

合
的
住
宅
政
策
を
構
築
し
て
い

く
。

問　
温
泉
街
の
拠
点
と
し
て
の

上
ノ
湯
改
築
や
、
肘
折
温
泉
に

関
し
多
く
の
意
見
が
あ
っ
た
。

共
同
浴
場
上
ノ
湯
を
き
れ
い
に

し
て
ほ
し
い
、
温
泉
街
へ
の
村

か
ら
の
投
資
が
少
な
い
等
、
多

く
の
意
見
が
あ
っ
た
。
開
湯

祭
時
に
建
物
の
外
見
を
見
る

と
、
ひ
び
割
れ
も
あ
り
、
笠
木

の
落
下
の
お
そ
れ
も
あ
る
と
思

わ
れ
た
。
村
民
に
昔
か
ら
愛
さ

れ
、
温
泉
街
の
象
徴
と
し
て
の

上
ノ
湯
、
本
業
と
し
て
の
「
お

湯
」
文
化
へ
の
村
に
よ
る
投
資
、

上
ノ
湯
の
改
修
、
駐
車
場
の
設

置
に
よ
り
誘
客
等
の
効
果
が
得

ら
れ
、
温
泉
街
に
も
に
ぎ
わ
い

を
戻
せ
る
と
考
え
る
が
。

答　
歴
史
あ
る
肘
折
「
お
湯
」

の
文
化
を
大
切
に
し
、
地
域
と

連
携
し
、
肘
折
温
泉
街
の
魅
力

向
上
と
に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け

た
施
策
を
模
索
し
て
い
く
。

問　
７
月
末
に
村
で
管
理
す
る

道
路
上
に
設
置
さ
れ
た
、
転
落

防
止
柵
ご
と
転
落
し
、
救
急
搬

送
さ
れ
た
件
つ
い
て
、
現
場
を

見
る
と
事
前
に
対
処
で
き
た
の

で
は
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
７
月

31
日
の
臨
時
会
に
報
告
さ
れ
な

か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答　
事
前
対
策
を
講
じ
て
き
た

が
、
重
大
事
故
を
防
げ
な
か
っ

た
事
を
厳
粛
に
受
け
止
め
て
い

る
。
関
係
各
所
と
の
事
実
関
係

の
調
査
・
調
整
が
継
続
中
で
、

正
確
な
状
況
把
握
の
た
め
議
会

へ
の
報
告
に
至
ら
な
か
っ
た
。

問　
地
区
に
於
い
て
も
事
故
現

場
周
辺
に
関
し
、
雑
草
が
著
し

く
村
よ
り
の
除
草
剤
の
補
助
を

受
け
景
観
に
留
意
し
て
い
た
が
、

そ
の
頃
か
ら
劣
化
が
ひ
ど
い
状

態
で
あ
っ
た
様
に
思
わ
れ
る
。

豪
雨
災
害
が
起
こ
れ
ば
避
難
路

と
し
て
の
役
目
を
果
た
す
道
路

で
あ
る
。
現
場
の
状
況
を
見
る

と
、
施
工
方
法
の
問
題
が
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

　
今
後
の
施
工
に
関
し
幅
員
の

余
裕
を
設
け
、
柵
の
自
在
化
で

は
な
く
根
中
に
し
っ
か
り
収
め

る
構
造
に
す
べ
き
で
は
。
冬
期

の
除
雪
作
業
、
排
水
路
浚
渫
作

業
を
伴
う
箇
所
が
村
内
で
も
多

く
あ
り
、
し
っ
か
り
と
し
た
点

検
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
村
民
の
安
心
・
安
全
を
願
う

の
で
あ
れ
ば
村
民
に
い
ち
早
く

周
知
す
べ
き
で
、
過
去
の
重
大

事
故
の
教
訓
が
生
か
さ
れ
て
い

た
の
か
、
事
故
の
形
態
は
違
う

が
執
行
部
の
事
故
抑
止
に
つ
い

て
の
意
識
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
村
と
し
て
は
、
真
摯
に
受

け
止
め
、
再
発
防
止
に
向
け
て

対
応
し
て
い
く
。

複
合
的
村
営
住
宅
の
施
設
が
必
要
で
は

村
長　

最
適
な
総
合
的
住
宅
の
政
策

を
構
築
す
る

肘
折
温
泉
街
の
に
ぎ
わ
い
復
活
を

村
長　

上
ノ
湯
所
有
者
と
協
議
し
補
助

事
業
の
可
能
性
も
含
め
検
討

合
海
地
区
に
お
け
る
側
溝
へ
の
転
落
事
故

村
長　

重
大
な
事
故
を
防
げ
な
か
っ

た
事
を
厳
粛
に
受
け
止
め
る

村
政
に
つ
い
て
問
う

ワナゲ大会の様子
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が
認
め
た
資
格
と
し
て
い
る
為

で
、
今
後
は
資
格
支
援
一
覧
表

に
載
せ
る
。

　
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
機
種
変

更
等
の
技
術
講
習
経
費
に
対
し

て
も
支
援
し
て
い
く
。

問　
こ
の
支
援
事
業
は
山
間
地

域
に
お
け
る
農
業
振
興
と
営
農

す
る
農
業
者
の
機
械
導
入
経
費

に
対
し
て
支
援
を
行
う
も
の
で

あ
る
が
、
当
初
は
南
山
・
四
ケ

村
・
肘
折
地
区
等
が
対
象
で
あ

っ
た
が
令
和
2
年
に
は
藤
田

沢
・
桂
地
区
も
適
用
さ
れ
た
。

村
内
に
お
い
て
平
場
と
い
わ
れ

る
中
小
の
農
業
者
で
あ
っ
て
も

農
業
機
械
導
入
の
経
費
負
担
や

農
地
の
保
全
に
は
苦
慮
し
て
い

る
た
め
、
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
は
農
業
者
、

特
に
米
農
家
に
と
っ
て
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
機
械
に
な
り
つ

つ
あ
る
。

　
村
の
資
格
取
得
支
援
事
業
に

は
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
免
許
取
得

の
名
目
は
な
い
。
支
援
の
対
象

と
す
べ
き
で
は
。

答　
平
場
地
域
に
お
け
る
小
規

模
な
農
家
の
立
場
や
、
機
械
更

新
に
係
る
負
担
に
つ
い
て
の
懸

念
は
十
分
理
解
し
て
い
る
が
、

本
事
業
は
山
間
地
域
で
営
農
す

る
農
業
者
の
機
械
導
入
経
費
に

対
し
て
支
援
す
る
も
の
で
あ
り
、

平
場
へ
の
一
律
な
拡
大
は
行
わ

な
い
。
地
域
特
性
に
応
じ
た
施

策
展
開
に
よ
り
農
業
振
興
を
図

っ
て
い
く
。

　
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
技
術
講

習
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
の
支

援
事
業
は
現
在
も
行
っ
て
い
る
。

一
覧
表
に
な
か
っ
た
の
は
村
長

問　
村
長
は
平
成
19
年
初
当
選

以
来
「
直
接
対
話
に
よ
る
住
民

総
参
加
の
村
政
」
を
掲
げ
５
期

20
年
に
わ
た
り
村
の
舵
取
り
を

担
っ
て
き
た
。
升
玉
小
水
力
発

電
所
の
稼
働
や
「
日
本
で
最
も

美
し
い
村
」
連
合
を
通
じ
た
環

境
保
全
、
若
手
農
業
者
の
育
成

支
援
な
ど
持
続
可
能
な
村
づ
く

り
に
多
大
な
成
果
を
上
げ
ら
れ

た
事
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
。

本
年
11
月
に
は
村
の
象
徴
と
な

る
新
庁
舎
が
完
成
を
迎
え
る
。

　
一
方
で
加
速
す
る
人
口
減
少

や
観
光
産
業
の
立
て
直
し
な

ど
解
決
す
べ
き
課
題
が
多
く
あ

る
。
任
期
満
了
を
半
年
後
に
控

え
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
ど
う

総
括
し
、
今
後
の
大
蔵
村
に
ど

の
よ
う
な
展
望
を
描
い
て
る
の

か
、
村
長
の
進
退
を
含
め
た
現

在
の
率
直
な
心
境
を
伺
う
。

答　
村
政
の
舵
取
り
を
担
わ
せ

て
い
た
だ
い
た
そ
の
間
、
常
に

「
小
さ
な
村
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
村
民
が
心
寄
せ
合
っ
た
協
働

の
村
づ
く
り
」
を
柱
に
「
住
民

の
福
祉
の
向
上
」
と
「
持
続
可

能
な
村
づ
く
り
」
を
最
優
先
に

掲
げ
取
り
組
ん
で
き
た
。
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
も
無
我
夢
中
で

対
応
に
あ
た
っ
た
。

　
発
電
事
業
も
５
年
目
を
迎
え
、

電
力
の
地
産
地
消
を
実
現
で
き

た
。「
新
役
場
庁
舎
の
建
設
」

に
お
い
て
は
、
一
つ
の
大
き
な

責
務
を
果
た
し
、
首
長
と
し
て

大
き
な
区
切
り
を
迎
え
ら
れ
た

と
感
じ
て
い
る
。
一
方
、
村
政

の
根
幹
を
揺
る
が
す
最
大
の
課

題
で
あ
る
「
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
」
に
つ
い
て
は
あ
ら
ゆ

る
施
策
を
講
じ
て
き
た
が
歯
止

め
を
か
け
ら
れ
ず
残
念
な
思
い

で
あ
る
。

　
「
新
し
い
発
想
」
と
「
力
強

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
を
持
っ

た
次
世
代
に
バ
ト
ン
を
託
す
こ

と
こ
そ
が
私
の
最
後
の
責
任
で

あ
る
と
決
断
し
た
。
今
期
の
任

期
を
も
っ
て
そ
の
任
を
辞
し
、

次
期
選
挙
に
は
出
馬
し
な
い
。

中
山
間
地
域
等
農
業
機
械
導
入
支
援
事
業
の

適
用
と
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
免
許
の
補
助

村
長　

地
域
特
性
に
応
じ
た
農
業
振
興

を
図
る

来
春
に
行
わ
れ
る
村
長
選
挙
に
向

け
た
所
信
を
伺
う

村
長　

次
期
選
挙
に
は
出
馬
し
な
い
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中央要望報告書中央要望報告書

広報委員会研修広報委員会研修

議長 佐藤　勝

委員 早坂　民奈

　7月3日、4日の二日間、恒例となっている県
出身の国会議員「鈴木農水大臣、加藤衆議、舟
山参議、芳賀参議」の4名を訪問し、今、村が
抱えている問題をより分かりやすく説明し、理
解していただく為に文章だけでなく、それぞれ
の現場写真を添えて、限られた時間内ではあり
ましたが要望活動を行ってきました。
　要望内容は「将来に継続出来る農業」、「基盤
整備の促進、農産物の価格安定」、「地すべり対
策の強化」、「道路財源の確保」等各項目ごとに
担当議員を決めて粘り強くより丁寧に説明し、
解答を得て参りました。各国会議員の皆様も
我々の説明を熱心に聞いて頂いて、それ相当の
解答を得て参りました。要望がすぐに実現する
とは思えませんが、それなりの効果は期待出来
る事を確信してきました。
　また、特筆すべきことがあります。2日目に
参議院事務次長の八鍬敬嗣さんを表敬訪問しま

した。八鍬さんは元助役の八鍬富雄さんの次男
で元村議会議長の八鍬正雄さんの甥です。よく
テレビの国会中継で参議院議長の右側に座って
いる人です。八鍬さんの案内で特別に国会議事
堂すべてを見学させていただきました。普通で
あればとてもそこまで見学する事は出来ません。
忙しい職務をさいて我々の為に気配りをして頂
いた事に心から感謝を申し上げると共に、己の
器の狭さを痛感しました。

　令和８年8月２８日東京旧渋谷公会堂にて町
村議会広報研修会が行われた。
　講師は　自治体・議会広報アドバイザー　
村
む ら た

田大
だ い ち

地氏、インタビューライター　丘
おかむら

村
奈
な お こ

央子氏、川西町広聴広報常任委員長　橋
はしもと

本
欣
きんいち

一氏。村田氏と丘村氏は広報誌の「デザイン、
見出し、情報」について、いかに興味を持って
手に取ってもらう、そのための紙面を見直すテ
クニックについて。住民を巻き込み、読みやす
い広報誌にするためには、紙面の文字の大きさ
書体、写真の配置、紙面全体のバランスが、手
に取りたいデザインになり、読んでもらえる見
出し、分かりやすい情報へとなるということが
とても参考になった。
川西町議会だよりは昨年全国コンクールで最優

秀賞を受賞している。編集の基本方針が「守る
べき伝統」と「町民目線」を掲げ徹底した町民
目線で行政用語や議会用語をさけ、分かりやす
さを優先。
　読み手を第一に考え、主語・述語を明確に簡
潔な表現を徹底し、議員のみで行っているが
広報アドバイザー、モニター制度を設けてい
る。印象に残ったのは、
各町村の広報誌を真似
て皆で良くしていきま
しょうと話していたこ
とである。当委員会も、
手に取ってもらい、読
みやすい広報誌を目指
していきたい。

参議院事務次官長室にて

一
般
質
問

加か

藤と
う

　
忠た

だ

己み 

議
員

中
央
要
望
・
広
報
委
員
会
研
修
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　大蔵村議会では、住民の皆様にこの4年間の
議会活動についてご報告し、これからの大蔵村
について皆様と一緒に考える「議会報告会」を
開催します。
　この4年間、村議会では、村民の皆様の声を
大切にしながら、村政の課題について議論や調
査を重ねてきました。3つの委員会から、それ
ぞれの主な活動や取り組みについて、できるだ
け分かりやすく、ご報告します。
　また、皆様から大蔵村のこれからについて、
ご意見をお聞かせください。
　皆様のご参加をお待ちしております。

〇主な報告内容
◦総務文教常任委員会
　教育・福祉・行政など、村民の暮らしに
関わる取り組み

◦産業建設常任委員会
　農業・産業・道路・河川など、村の産業
や生活基盤に関わる取り組み

◦議会改革特別委員会
　議員定数や報酬について

地域の安全・安心を支える
建設業を守るために

　7月17日、大蔵村建設業協会との懇談会を開
催し、地域建設業が抱える課題について意見交
換を行った。
　協会からは、資材価格や労務費の高騰に加え、
人材不足や高齢化、働き方改革への対応など、
厳しい経営環境が報告された。建設業は公共工
事だけでなく、災害時の緊急対応や冬期間の道
路管理や除雪など、村民の暮らしと安全を支え
る重要な役割を担っている。
　懇談では、地域貢献や重機保有、災害対応能
力などを適切に評価する仕組みのほか、繰越明

許制度の活用による工事発注時期の平準化、資
材価格変動への対応、設計変更や関係機関との
協議の長期化による工期・資金繰りへの影響な
ど、現場から具体的な課題が示された。
　また、ICT施工やドローンなど新技術への期待
がある一方、小規模工事での導入効果や外国人
人材の活用には課題があるとの意見もあった。
　委員会では、地域建設業を村のインフラと安
全・安心を守る不可欠
な存在と捉え、今回の
意見を今後の行政への
提言や施策の検討に活
かしていく。

地域建設業の持続的な維持・発展に向けた提言
─ 提言事項 ─

①切れ目のない公共事業の実施
②除雪体制の維持・強化
③建設技術職員の専門性の確保

④建設業の担い手確保への支援
⑤安全対策経費への適切な配慮
⑥地域貢献活動の評価

　９月４日、定例議会終
了後、村長室にて村当局
へ提言を行った。

先進地・遊佐町の知見を活かし、
地域おこし協力隊の受け入れ体制強化へ

　６月22日に村当局から地域おこし協力隊の
現状と今後の受け入れ体制について聴取を行っ
た。本調査は、５月に先進的な取り組みで高い
実績（定着率約60％）を誇る遊佐町を訪問し
た知見を、大蔵村の施策にどう反映させるか議
論したものである。
　委員会からは、隊員の住宅環境の整備やリフ
ォームの推進、村の課題解決に向けた「ミッシ
ョン型」への募集形態の転換を提案した。また、
雪国という慣れない環境での精神的負担を考慮

し、悩みを聞くメンタルケア体制の構築を求めた。
これに対し企画課からは、住宅改善に向けて各種
補助や支援策を有効活用すること、また募集方法
や伴走支援、メンタルケアを含むサポート体制の
構築について検討を進める旨の回答があった。
　当委員会としては、遊佐町の極めて高い定着
実績を学び、本村の施策に活かす重要性を強く
再認識した。今後も村の施策展開を注視し、隊
員の活動を全力で支援していく方針である。

　令和８年８月10日、海藤　邦夫　議員（77
歳）から、一身上の都合により辞職願が議長あ
てに提出があり、同日付で許可されました。
　海藤議員は、令和３年５月からは副議長、令
和５年５月からは議長の要職を歴任されました。
◦在職期間：19年３カ月　５期
（平成19年５月１日～令和８年８月10日）

　なお、今回の議員辞職に
伴う村議会議員の繰上補充
及び補欠選挙は、公職選挙
法に基づき行いません。

　大蔵小学校6年生21人が、自分たちの目で見
て、感じて、真剣に考えた「大蔵村の未来」に
ついて、本物の議場で質問します。

令和８年11月15日㈰
　午後１時30分から

中央公民館２F　研修会議室

令和８年11月６日㈮　午前10時から
大蔵村役場３F　議場

委員会報告
総務文教常任委員会� 委員長 須藤　敏彦

産業建設常任委員会� 委員長 佐藤　雅之

議員辞職のお知らせ

大大蔵村こども議会蔵村こども議会

大大蔵村議会　議会報告会蔵村議会　議会報告会

Ohkura　Kodomo　Gikai

～～大蔵村のミライのために一緒に考えましょう～～

ぜひ議場で、
子どもたちの声を
お聞きください！

ぜひ、
ご参加ください！

政 堤策 言

地域おこし協力隊とは �
都市部から地方へ移住し、地域の支援に取り組み、
定住定着を目指す制度。

日時

日時

場所

場所

委
員
会
報
告

お
知
ら
せ

皆皆さまの傍聴・ご観覧をさまの傍聴・ご観覧を
おお待ちしています！待ちしています！
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議会広報
常任委員会

南山中時代
　熊高出身の矢口
昇さんは、昭和31
年3月に南山中学
校を卒業し、同月
28日 に は 就 職 列
車に乗って東京へ
向 か っ た。15歳
で、靴職人の見習
いとしてのスター
トだった。今でも
心に残る南山中学
校時代の思い出が
ある。当時は村内の全中学校が参加する大会で、
18人ほどのマラソン競技があった。矢口さんは1年
生ながら南山中代表として7位で完走した。途中で
脱落する人もいる中、最後まで走り切ったことを朝
礼で先生から褒められた。「苦しくてつらいときに
は、あのとき最後まで走り切ったことを思い出した」
この経験は、後の人生を支える大切な記憶となった。

靴職人として
　当時は終戦からまだわずか。矢口さん自身も靴に
特別な興味があったわけではない。職安のリストか
ら給料が一番高い靴メーカーを選んだという。上京
する列車では、見送る家族や地域の人たちが泣いて
おり、決して希望に胸を膨らませて東京へ向かった
わけではなかった。東京では6畳ほどの部屋に同期
6人で暮らし、靴職人の厳しい世界に飛び込んだ。
仕事を丁寧に教えてもらえる環境ではなかったが、
17歳の頃、通勤途中で階段を下りる女性の足の運
びに違和感を覚えた。「靴によって、もっと歩きや
すくできるのではないか」その疑問が、現在まで続
く靴の研究の原点となった。

研鑽の日々
　靴の形だけでなく、足の骨格や筋肉、股関節、立
ち姿勢など、人間の身体そのものについて考え、勉
強し、それを靴作りに生かしてきた。最も重要なの
が足の木型であり、矢口さんは自ら木型を削り、刃
物まで自分で研ぐ。デザインから製作まで一足を自
ら手掛けるため、非常に手間と費用がかかる。靴へ
の情熱がみなぎっている仕事ぶりだ。
　18歳の頃に靴で生きていく決意を固め、20歳頃
には独立。その後、技術を高めながらヨーロッパの
職人からも評価され、現地を訪れて靴作りを学んだ
経験もある。それを生かし、上皇后美智子さまの靴
を手掛けたこともある。
　また、矢口さんは女性のハイヒールについても、
正しく足に合った靴であれば姿勢が良くなり、美容
や健康にもつながると語る。

現在
　現在は東京都北区昭和町で店舗を構えている。ま
た、東京大蔵会とのつながりも深く、33歳から約
50年間、役員を務めてきた。その縁から、県知事
の靴を製作したこともあるという。靴について語る
矢口さんの表情からは、南山中学校時代に最後まで
走り抜いた少年の姿と、70年間ひたむきに靴と向
き合ってきた職人の姿が重なって見えた。
　東京へ行く機会があれば、ぜひ矢口さんの店を訪
ねてみてほしい。
きっと素敵な靴に
出会えるはず。
　場所は東京都北
区 昭 和 町2-1-18 

（有）シャポージャ
パン　尾久駅から
徒歩5分です。　

おおくら  議会だより　第149号 16

（有）シャポージャパン 取締役 矢
や

口
ぐ ち

　昇
のぼる

さん
大蔵村から東京へ。靴一筋、70年

村外編村民インタビュー!!村民インタビュー!!

　
雪
が
消
え
、
ほ
っ
と
し
て
い
る
間
も
な
く
、

気
が
付
け
ば
盆
も
過
ぎ
、
秋
の
農
作
業
に
ふ

り
回
さ
れ
る
日
が
近
づ
い
て
い
る
。
季
節
は

毎
年
ま
わ
っ
て
く
る
が
移
り
変
わ
り
が
早
く

感
じ
る
の
は
年
の
せ
い
か
も
。

　
桜
が
咲
き
、
藤
の
花
が
咲
き
、
山
つ
つ
じ

が
咲
き
、
ア
ヤ
メ
が
咲
く
。

　
我
が
家
の
前
に
は
月
見
草
の
群
生
地
が
あ

り
、
黄
色
の
花
が
1
ヶ
月
位
、
目
と
心
に
安

ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
。

　
一
方
で
山
で
は
、ウ
グ
イ
ス
が
鳴
き
、カ
ッ

コ
ウ
が
鳴
き
、
ツ
バ
メ
が
高
速
飛
行
を
し
、

セ
ミ
が
鳴
く
、
こ
れ
が
自
然
の
成
り
立
ち
で

あ
る
。

　
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
目
と
心
に
安
ら
ぎ

を
与
え
た
月
見
草
も
役
目
を
終
え
、
し
ぼ
み

咲
き
と
な
り
根
元
で
は
コ
ウ
ロ
ギ
が
月
見
草

に
ま
だ
逝
く
な
と
や
さ
し
く
話
し
か
け
て
い

る
。

　
夜
に
な
れ
ば
月
が
ら
ん
ら
ん
と
輝
き
、
ス

ス
キ
の
穂
が
ゆ
れ
る
。
こ
れ
に
雁
が
飛
ん
で

く
れ
ば
、
正
に
国
定
忠
次
の
世
界
で
あ
る
。

我
々
人
間
に
も
節
目
が
あ
り
、
こ
の
せ
ち

が
ら
い
世
の
中
、
毎
日
せ
こ
せ

こ
動
か
ず
、
た
ま
に
は
自
然
と

ゆ
っ
く
り
戯
れ
、
ボ
ー
と
し
て

瞑
想
に
ふ
け
る
時
が
あ
っ
て
も

よ
い
の
で
は
？�

（
佐
藤
　
勝
）

あ
と
が
き




